










研究目的 

未熟児の甲状腺機能についてはいくつかの特性が報告されており,クレチン症スクリーニ

ングを行っていく上でこれらの特性を考慮して進めていかなければならない｡未熟児では

成熟児に比し血中 T4 値,T3 値,freeT4 値等の甲状腺ホルモンは低い傾向にあるが血中 TSH

値は一般に上昇しない｡また一過性甲状腺機能低下症が比較的多くみられることも特徴で

ありこの場合はTSH値が上昇する｡未熟児においてはTSHの negative feedback機構の未熟

性の有無についても問題となっているが,いずれにしてもスクリーニングをすすめていく

上で出生後の TSH 値の動きは大きなポイントになると考えられる｡また北海道においては

未熟児におけるクレチン症スクリーニングの場合,T4,TSH 値の両者を併用しているが,T4

低値の場合は炉紙検査で継続し検査を行い,実際に我々のもとに精検依頼のくる症例はほ

とんどが TSH 値の上昇をみた例である｡そこで,今回 TSH 値の上昇があり精検となった 10

例の未熟児について出生後の甲状腺機能を検討したので報告する｡ 


